
 

 
 

 

 
取扱説明書 

 

 

 

853050-0900 

自動寝返り支援ベッド専用入力支援スイッチ 

 

 

    

      

 

 

 
まえがき 

 

 このたびはフランスベッドの製品をお買いあげいただきまして、ありがとうございます。 
この取扱説明書には、製品を安全にお使いいただくための、注意事項と使用方法を記載してい

ます。 

 

   

 ● 安全のため、必ずこの取扱説明書をよく読み、内容を十分理解してから使用してください。 

● 本取扱説明書は、寝返り支援ベッド専用入力支援スイッチの説明のみ記載しています。 

別紙のベッド本体の取扱説明書と合わせてご覧ください。 

● 取扱説明書を読んだ後は、いつでも必要なときに取り出せるように、所定の場所に保管し

てください。 
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 1． 安全のために必ずお守りください  

 
絵表示について 

 

 この取扱説明書および製品の表示では、製品を安全に正しく使用していただき、使用者への 
危害や財産への損害を未然に防止するために下記の絵表示をしています。 
その指示と内容は、次のようになっています。 
内容をよく理解してから本文を読んでください。 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が生命に関わるケガを負う可

能性が想定される内容を示します。 
 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ

れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示します。 
 

 

 

 

 

この記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

（～しないでください） 
 

 

 

 

 

この記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

（～してください） 
 

 

 

 

 

この記号は、絵表示に対する行為を禁止する内容を告げるものです。 
 
 

 

 

 

 
 

設置する時    

 

 

  
 

 

 

LPB スイッチを使用の際は、サイドレールカバーを必ず使用

してください。 

LPB スイッチが固定されず、ケガや誤操作をする恐れがあります。 
   

 

 

 

LPB スイッチをサイドレールに固定する際には、固定する位

置に注意してください。 

ボタンがマットレスに押され、思わぬ事故の原因となります。 
  

 

 

 

使用可能なサイドレールは、SR-100JJ、SR-106JJ、SR-800JJ、SR-W1JJ

のみです。ベッド用グリップでは使用しないでください。 

隙間により誤操作をする恐れがあります 
 

 

使用する時  
 

LPB スイッチとタッチ手元スイッチは併用しないでください。 

誤操作やケガの原因となります。 
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LPB スイッチを使用しないときは、自動寝返り支援ベッド

の手元スイッチ裏面の安全スイッチを「OFF」にするか、 

各動作を個別に禁止する場合は、設定コントローラーで操

作禁止の設定を行ってください。 

無意識にボタンに触れて誤動作するおそれがあり、思わぬ事故の原因

となります。 
 

 OFF 

ON 

マ－ク 

安全スイッチ 

0° 

操作禁止 

マーク 

 

 

 

LPB スイッチの使用時、移乗の際、ボタンに当たらないよう注意してください。 

思わぬ事故の原因となります。 
  

 

 

入力支援スイッチのボタンは、必要な操作に合わせて 1 つずつ押してください。 

複数のボタンを同時に押したり、不必要なボタンを押すと思わぬ動きをし、ベッドに乗っている人や周

囲の人がケガをするおそれがあります。 
 

 

 

 

操作する前は、ベッドの下部（周囲）の安全確認を行なってください。 

思わぬケガをする恐れがあります。 
  

 

 

タッチ手元スイッチ使用時、6 秒間以上ボタンに触れ続けると、動作が停止しますの

で、さらにベッドを動作させる際は、再度ボタンに触れ直してください。 

仕様上、動作時間を制限しています。 
 

 

 

入力支援スイッチを使用する際は、必ず中継ボックスに手元スイッチを接続してくだ

さい。 

手元スイッチが接続されていない場合、操作禁止モードになります。 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

スイッチを使用しないときは、ヘッドボードの外側やサイド

レールの外側にかけてください。 

ベッドの上やヘッドボード、サイドレールやベッド用グリップの内側な

どは無意識に触れて誤動作するおそれがあります。 

 

 

 

 

 

入力支援スイッチのコードを傷つけたり、加工したり、無理

に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、たばねたり、挟み

込んだり、巻きつけたり、加熱したりしないでください。 

コードが破損して、火災、感電の原因となります。 
 

 

 
 

 

 

スイッチに水やジュースなどの液体をこぼさないでくださ

い。 

故障や事故の原因となります。 
 

 

 
 

 

 

スイッチのボタンを爪や先の尖ったもので押したり、必要以上に強く押したりしない

でください。 

ボタンが破損するなど故障の原因となります 
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2． 入力支援スイッチの名称  

 
 

● それぞれの名称は図の通りです。使用前に内容を確認してください。 

● 本製品は、拘縮や筋力低下の方のためのものです。ご利用者様の状況に合わせて LPB/タッ

チ手元スイッチいずれか一方をご使用ください。 

● 使用するときは、必ず手元スイッチを中継ボックスに接続してください。接続していない場

合、ベッドは操作禁止状態になります。 

 
 

 
中継ボックス 

入力支援スイッチ使用時 

ギャッチモーターとスイッチ間に設置します。 

LPB スイッチ 

中継ボックスの LPB スイッチ差込口に 

接続することにより 

それぞれ任意の動作スイッチとして 

お使いいただけます。 

タッチ手元スイッチ 

中継ボックスのタッチ手元スイッチ差込口に 

接続することにより、 

ボタンの表面に触れることで、 

ベッドを動作することができます。 

 
 

 
入力支援スイッチ接続例 

モーター 中継ボックス 

LPB スイッチ 

手元スイッチ 

設定コントローラー 

LPB スイッチ使用時 

中継ボックス モーター 設定コントローラー 

手元スイッチ 

タッチ手元スイッチ 

タッチ手元スイッチ使用時 
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 3． 入力支援スイッチの使用  

 

 

 

1．中継ボックスの各部の名称 

 

● 各部の名称及び働きは図の通りです。使用前に位置と内容を確認してください。 

 

  

 

 

 

 
 

 

設定コントローラー差込口 

ギャッチモーターに接続されている 

設定コントローラプラグ（緑色ラベル）を差し込みます。 

手元スイッチ差込口 

ギャッチモーターに接続されている 

手元スイッチプラグ（黄色ラベル）を差し込みます。 

手元スイッチ中継コード 

ギャッチモーターの手元スイッチコネクタに 

接続します。 

設定コントローラー中継コード 

ギャッチモーターの設定コントローラコネクタに

接続します。 

タッチ手元スイッチ差込口 

タッチ手元スイッチ使用時にコネクタを接続します。 背上げ動作用 LPB スイッチ差込口 

LPB スイッチを接続すると、 

背ボトム上下の動作をすることができます。 

脚上げ動作用 LPB スイッチ差込口 

LPB スイッチを接続すると、 

脚ボトム上下の動作をすることができます。 

寝返り左動作用 LPB スイッチ差込口 

LPB スイッチを接続すると、 

ボトム全体を左上げ動作ができます。 

寝返り右動作用 LPB スイッチ差込口 

LPB スイッチを接続すると、 

ボトム全体を右上げ動作ができます。 

水平動作用 LPB スイッチ差込口 

LPB スイッチを接続すると、 

ボトム全体を水平動作ができます。 
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 2．中継ボックスの設置 

 

   

 ● ベッドの高さを最大（66 ㎝）まで上げ、中継ボックス裏面のフックをギャッチモーター

の穴に引っかけます。フックは裏面に 3 つあり、それぞれが確実に引っかかっていること

を確認してください。 

 

ギャッチモーター 

中継ボックス 

頭側 

 

● ギャッチモーターに接続されている手元スイッチ（黄色ラベル）、設定コントローラー（緑

色）の各コードを外します。（通常はベッドに差し込まれた状態です。） 

● 抜いた手元スイッチ（黄色ラベル）と設定コントローラー（緑色）の各コードを中継ボッ

クスの正面から見て左側面にある手元スイッチ差込口と設定コントローラー差込口に接続

します。差し込む際には、プラグの向きを確認してコネクタへ奥まで確実に差し込んでく

ださい。 

 

中継ボックス 

手元スイッチコード 
 

設定コントローラーコード 
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ギャッチモーター 

手元スイッチ中継コード 

設定コントローラー中継コード 

中継ボックス 

 

 

 ● 中継ボックス本体の 2 本のコードをギャッチモーターに接続します。差し込む際には、コ

ネクタと設定コントローラーのプラグの向きを確認してコネクタへ奥まで確実に差し込ん

でください。 

 

 

  

ギャッチモーター 中継ボックス 
手元スイッチコード 

設定コントローラーコード 
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 3．LPB スイッチの設置・接続方法 
  

● サイドレールに取り付ける際には、指定されたサイドレールのみに取り付けます。 
 ● ベッドを背上げした状態で、サイドレール位置合わせ用のゴムをサイドレールの上端に合

わせ、背ボトムの動きに干渉しない位置（サイドレール脚側端より約 30 ㎝）にマジック

テープでしっかりと固定してください。 

  

LPB スイッチ 

ゴム（サイドレール位置合わせ用） サイドレール 
背ボトム 

マジックテープ 

 

● ベッドの高さを最大（66 ㎝）まで上げ、スイッチのコードはベースフレームの上を通し、

中継ボックスの LPB スイッチ差込口にお好みの動作に合わせ、LPB スイッチのプラグを

接続してください。スイッチの色（青、黄、緑）に対応する色テープを参照ください。 

 

サイドレール 100JJ（カバー付き） 

LPB スイッチ 

 

● 中継ボックスへのコード接続後、ベッドの動作時にマットレスなどが LPB スイッチに干渉

しないか確認します。各運転モード（手動運転、手動運転（制限））において、背上げや寝

返り（左右）を上限まで上げ、ボタンに当たる場合、位置を調整してください。 
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 4．LPB スイッチの操作方法 

 

   

 ● ベッドの操作するときは、各ボタンを一つずつ押してください。 

● 各ボタンの動作は、中継ボックスの対応する各動作用 LPB スイッチ差込口に接続すること

により、お好みの動作にすることができます。 

● 例えば、中継ボックスに青色プラグを頭上げ、黄色プラグを寝返り左、緑色プラグを水平

差込口に接続すると、上から頭上げ、寝返り左、水平の動作スイッチとして使用できます。 

 

  

 

動作スイッチ①（青色） 

動作スイッチ②（黄色） 

動作スイッチ③（緑色） 

ゴム（サイドレール位置合わせ用） 

プラグ（青色） 

プラグ（黄色） 

プラグ（緑色） 

マジックテープ 

チュウイラベル 

注意事項の中で特に注意して頂きたい項目を表示してあります。 

はがしたり、傷つけたり（汚したり）しないでください。 

 

 

 

● LPB スイッチを使用しないときは、手元スイッチで裏面の安全スイッチを「ＯＦＦ」にす

るか、各動作を設定コントローラーで個別に操作禁止にしてください。 
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5．タッチ手元スイッチの設置・接続方法 

 

● ベッドの高さを最大（66 ㎝）まで上げ、タッチ手元スイッチのコードをベースフレー   

ムの上に通し、中継ボックスのタッチ手元スイッチ差込口に接続してください。 

 

 
ギャッチモーター 
 中継ボックス 

タッチ手元スイッチ コード 

タッチ手元スイッチ差込口 

 

● 中継ボックス正面の行いたい動作のジャックにプラグを差し込みます。差し込む際には、

奥まで確実に差し込んでください。 

● 接続が完了したら、各ボタンの動作確認をしてください。 
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6．タッチ手元スイッチの操作方法 

 

 

 ● ベッドを操作するときは、各ボタンを一つずつ押してください。 
● スイッチをタッチするとバイブレーションが反応します。 
● 使用時は握らずに使用してください。 
● 約６秒間押し続けると、動作が停止するようになっていますので、再度押し直してください。 
● 頭下げ、脚下げの際は水平ボタンを押してください。 
● 使用しないときはサイドレールにかけておいてください。 

 

背上げ動作用ボタン 

背ボトムが上がります。 

脚上げ動作用ボタン 

脚ボトムが上がります。 

寝返り左動作用ボタン 

ボトム全体が左に上がります。 
寝返り右動作用ボタン 

ボトム全体が右に上がります。 

水平動作用ボタン 

ボトム全体が水平になります。 

頭下げ、脚下げ動作もこのボタンをご使用ください。 

チュウイラベル（裏面） 

注意事項の中で特に注意して頂きたい項目を表示してあります。 

はがしたり、傷つけたり（汚したり）しないでください。 

 
 

 

 4． 仕様  

 

 

中継ボックス 

寸法 100×160×33  

 重量 約 630ｇ  

 消費電力（最大） 約 50ｍW  

 ＬＰＢ 

スイッチ 

寸法 100×340×49  

 重量 約 960ｇ  

 タッチ手元 

スイッチ 

寸法 130×130×25  

 重量 約 320ｇ  
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 5． こんなときには  

 

 ベッドが動かない場合、修理を依頼する前にもう一度、以下の項目をチェックしてください。

チェックしても正常に動作しない場合は、ただちにベッドの使用を中止し、電源プラグをコン

セントから抜き、販売店または弊社お客様相談室に修理を依頼してください。 

 

 

 

   

 症状 チェック項目 対処方法  

 

入力支援スイッチのボタン

を押してもベッドが動かな

い。 

（全ての動作が操作できな

い） 

電源プラグは、コンセントに差

し込まれていますか？ 

電源プラグをコンセントに差

し込んでください。 
 

 

設定コントローラーの画面で

全ての動作に操作禁止マーク 

が表示されていませんか？ 

中継ボックスのコードが確実

に差し込まれていないなど、接

続に問題があります。確実に接

続されているか、コードに破損

はないか確認してください。 

 

 
差込口からコードの先端が外

れていませんか？ 
 

手元スイッチコードの先端を

差込口に差し込んでください。 
 

 
電源コード、手元スイッチのコ

ードは破損していませんか? 
 

電源コード、手元スイッチのコ

ードがつぶれていたり、被覆が

破れていると危険です。 

電源プラグをコンセントから

抜き、修理の依頼をしてくださ

い。 

 

 

手元スイッチの裏側の安全ス

イッチのマークがＯＦＦの位

置になっていませんか？ 

切替レンチで、安全スイッチの

マークをＯＮの位置にしてく

ださい。 

 

 
操作している動作が操作禁止

設定になっていませんか？ 

設定コントローラーで操作禁

止の設定を解除してください。 
 

 
ボタンを同時に 2 つ押してい

ませんか？ 

各ボタンを 1 つずつ押してく

ださい。 
 

  

大きい押しボタンがマットレ

ス な ど に 押 さ れ て い ま せ ん

か？ 

ボタンの位置を調整し、マット

レスなどが当たらないように

してください。 

 

  
中継ボックスに手元スイッチ

は接続されていますか。 

手元スイッチが中継ボックス

に接続されていないと、ベッド

の動作が禁止状態になります。 
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保証書および保証期間について 

 

   

  保証書  

  所定事項の記入および記載内容をご確認の上、大切に保管してください。  

   

  保証期間中に修理を依頼される場合  

  保証書の記載内容に従って修理致します。  

   

  保証期間を過ぎて修理を依頼する場合  

  修理すれば使用できる場合は、希望により有料で修理致します。  

   

 
修理を依頼されるときは 

 

   

 修理を依頼される前に取扱説明書をよく読み、再度点検の上、なお異常がある場合は、販売店

または弊社お客様相談室へ連絡してください。 

 

   

 ご連絡いただきたい内容・・・住所、氏名、電話番号、型式名、販売店、 

              お買い上げ日、故障または異常の内容（できるだけ詳しく） 
 

 
お客様相談室 

 

 弊社の商品は厳格な検査を経て納入致しておりますが、万一不具合な点がございましたら、販

売店または弊社お客様相談室までお問い合せください。 

 

  
フリーダイヤル：０１２０－３９－２８２４ 

受付時間：月～金曜日 ９時 ～ １２時 １３時～１７時 

（土、日、祝祭日、年末年始、弊社指定の休日などは除く） 

お客様相談室                  

製造元：フランスベッド株式会社  

〒１９６－００２２ 東京都昭島市中神町１１４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6． アフターサービスについて  
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1 年 

 

 

 

 

 

 7． 保証書  


